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名鉄線の東岡崎駅を降りて細い坂道を上って，何度基生研へ通ったことであろう。たとえようもな

く見事な春の桜や，郷がやけに多かった以のあの羽さをよく覚えている。

所［と室脇（当初は岡田節人所比後に竹内hli夫所長）のエレペーターを取り圃むようにして．私た

ちの研究室があった。大阪大学仮白質研究所へ移ってllIl もなく併任の話を頂き．Ji年あまりをそこで

過ごすことになった。某生研での研究生活は，現在進めている研究の碁礎作りとして大変煎要なもの

になった。当時は神経系の発生・分化を中心テーマとしていたが，具体的には大きく三つのプロジェ

クトを艇開した。第一はイノシトール 3 リン酸（IP3) レ七プターに関する研究，第二はミエリン塩基

性蛋1打質 (MBP) の逍伝子の転写調節に関する研究，もう一つはプルキンエ細胞の紺気生理学的解

析である。 IP:iレセプターはもともと，小脳のプルキンエ細胞に股富に存在している P4()0 供白質と

して私たちが解析していた蛍白 11であり，抗体を用いて 1朽レセプターの cDNA クローニングと．そ

の全構造の決定に成功した。細胞内膜系．特に小胞休の Ca2十チャネルとして，受精，脳の記憶現象，

更には細胞分裂にも深く 1刈わるものであった。 MBP のプロモーターをクローニングして， MBP が神

経系のグリア細胞の一種であるオリゴデンドロサイトに特界的に発現するメカニズムの解明を進める

ことが出来た。さらに，それを制御する転与l!I子をクローニングすることもできた。今から考えると，

神経特巽的に発現する逍伝子の転写活性の解析を世界で蚊初に手がけていたことになる。第三のプロ

ジェクトは．基生研でも初めての地気生理学七ットの立ち上げとカルシウムイメージングの解析であ

る。いずれのプロジェクトも国際的にもオリジナリティーを持ち，その後も大きく発展することとなっ

た。

基生研の非常によい点の一つは，国立共同研究機構として様々なセミナーやシンポジウムが開催さ

れ，外国からも多くの人が梨まり，ホットな梢報を多く符られるところである。また，設備と施設は，

どこにも負けない程立派である。これらを1•分に活かすためには．それらを使いこなす人材が大切で

あり，流動研究日のような枠の拡大が更に求められると思う D また将来に向けた人材確保のためには．

若く元気な学生をいかに梨めるかが痙要である。修：l：課程（又はii.1l．j：前期過程）の学生がとれないこ

とは，培生研の更なる発展のための一つのI~害となっていると思われるので， 1導」：過程の人ll拡充の

みならず．修士諜程の制度も整える必要があると思う。

）＆生iiJfは，国内のみならず1U：界からもtl:H されている。ここは私が11f春時代を過ごした大切な場所

であり．今後の更なる発展を祈りたい。
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